
周縁魚在来種

分布域

生息域

フグ科 トラフグ属 【全長】 20㎝

沖縄地方を除く日本全国に分布す
る。

磯釣りの外道としてよく釣れる。汽水～淡水域にも頻繁に侵入する。九頭竜川産 全長：約8㎝

ほぼ淡水域で採集した若魚。北潟湖産

本県の沿岸部で最も普通に見られる種。体表全体に小さな突起があり
触るとザラザラする。体色は背面側は暗緑色で黄白色の小斑点が散在
する。胸鰭後方と背鰭基部に大型の黒斑があり、腹面は白色。尾鰭の
後縁は黄色い。汽水～淡水域にも普通に侵入する。食性は動物食性で
甲殻類・貝類・底生動物などを食べる。産卵期は５～８月で真水の滲み
出す砂礫底部の波打ち際で集団になり産卵する。

水槽での飼育は可能。飼育水に海水を用いて、活きた甲殻類（エビの
仲間）などを与え、エアレーションを強めにしてやると調子がいい。水槽
内を動きまわり、底砂にも潜る。性格は荒く、他種との混泳には向かない。

学名：Takifugu alboplumbeus

クサフグ

※ 汽水域や淡水域にまで頻繁に侵入するが、飼育は海水の方が明らかに調子が良く、一時的なものと
思われる。筋肉と卵巣は弱毒、皮と内臓にも毒があると言われ、食べない方が無難である。

主に沿岸部から河口域で、
汽水～淡水域まで侵入する。

北潟湖魚類図鑑




